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スルホキシドに酸無水物を作用させると Pummerer転位反応が進行して α ーアシロキシスルフィドが得られ，続く加
水分解によってカルボニル化合物へ変換する方法が良く用いられている。もし ， p一位にスルフィニル基を有するフェ
ノール類においても電子供与性の水酸基の寄与によって，同様のPummerer型反応が進行するならば，生じるキノン
































4) 上記 3) の反応をペリ位に水酸基が連なる多環式化合物に適用したところ，水酸基の保護やPummerer型反応
の収率などに問題が生じたが，この問題は水酸基をシリレン保護することによって解決することができた。すなわち，
連なるこつの水酸基は，容易に高収率で保護でき，続く Pummerer型反応もほぼ定量的に進行し，生物活性天然物に
多く見られるペリヒドロキシ多環式芳香環構造の効率的な新合成法を開発することができた。
論文審査の結果の要旨
キノンあるいはジヒドロキノン構造を有する化合物は天然に広く存在し，優れた生物活性を有するものが多く， こ
れらの化合物の合成法としてフェノール類から直接酸化してキノン類を得る方法や， フェノールのp一位に官能基を
導入した後に，その官能基を酸素官能基に変換する方法が開発されているが，収率，一般性，反応条件や酸化される
位置等まだまだ問題点も多く，緩和で効率的なフェノールからキノン又はジヒドロキノン類への変換方法の開発は，
重要な課題である o
武田君はp一位にスルフィニル基を有するフェノール類がPummerer型反応を容易に起こすことを見い出し， この
方法により緩和な条件下で進行する優れたpーキノン類および、pージヒドロキノン類の合成法を開発した。さらに本
法を用いてペリヒドロキシ多環式芳香族化合物の新合成法を開発した。
これらの研究成果は，博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める o
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